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〔
省

令
〕

〇
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
厚
生
労
働
四
）

J

〇
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町
村
審
査
会
に

よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る

省
令
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
五
）

L

〔
告

示
〕

〇
教
科
書
の
定
価
認
可
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
文
部
科
学
三
）

J
O

〇
種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
し
た
件（
農
林
水
産
一
二
一
）

K
J

〇
農
薬
を
登
録
し
た
件

（
同
一
二
二
〜
一
二
四
）

K
N

〇
農
薬
を
再
登
録
し
た
件
（
同
一
二
五
）

K
O

〇
農
薬
の
登
録
が
失
効
し
た
件（
同
一
二
六
）

K
P

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

K
P

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
懲
戒
の
処
分
関
係

M
O

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
関
係

M
P

会
社
そ
の
他

M
Q

会
社
決
算
公
告

N
K

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
二
十
九
条
の
五
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十
三
条
の
四
か
ら
第
三
十
三
条
の

六
ま
で
、
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六

号
、
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
六
項
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

三
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
二
十
二
条
の
三
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第

四
号
中
「
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
三
」
を「
第
二
十
条
」

に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第

二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を

「
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
」に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」に
、「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
」

を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
五
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
後
段
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
後
段
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
四
第

四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
五
」
を
「
第
三
十
三

条
の
八
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
三
本
文
」
を
「
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
八
号
を
削
る
。

第
十
三
条
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
三
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
二
十
二
条
の
三
」
を
「
第
二

十
条
」
に
、「
保
護
者
」
を
「
入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
家
族
等
（
以
下
「
家
族

等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
及
び
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
三
条
の
四
第
一
号
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
二
十
二
条
の
三
」
を

「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
を
削
り
、
同
号
リ
中
「
保
護
者
」
を
「
入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
家
族
等
」
に
改

め
、
同
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合
に
限

る
。
以
下
同
じ
。）

第
十
三
条
の
四
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名

ヲ

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
一
条
の
五
に
規
定
す
る
入
院
診
療
計
画
書

に
記
載
す
る
事
項

˜
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